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対象構造物 
コンクリート構造物全般 

 

項 目 
表面含浸工法（シラン・けい酸併用型）による予防保全（塩害対策、凍害対

策、中性化対策） 

使 用 機 器 
刷毛、ローラー、スプレーガン 

 

使 用 実 績 
47 件（H26 年度迄）国交省 6 件、その他公共機関 16 件、民間 25 件 

橋梁、桟橋下部工、ケーソン、建築土間・外壁等 

[工法概要] 

「T&C 防食‐塩害用‐」は性質の異なる 2 種類の含浸材をコンクリート表面に塗布する事で、外

観を変えずに基材表層部の緻密化を図り、同時に疎水性を付与する事ができるハイブリッド型の

表面含浸工法です。使用する材料は珪酸ナトリウムを主成分とする A 液（下塗材）とシリコーン

を主成分とする B 液（上塗材）で構成され、A 液による表層緻密化、B 液による強固な吸水防止

層形成により、塩化物イオンの侵入を効果的に抑制し、耐塩害性が飛躍的に向上します。 

本工法は速乾性に優れ、効果の発現が早い為、干満帯への施工も可能です。また、コンクリー

ト内部に浸透してその表層部を改質するため、外力による剥がれの心配がなく、新設から既設コ

ンクリート構造物まで幅広く使用可能です。桟橋上部工下面やケーソン、臨港道路の橋脚などの

飛沫や波浪または融雪剤が作用する塩害環境下の鉄筋コンクリート構造物の補修・予防保全対策

として有効です。また、使用する材料は有害な物質を含まない為、港湾構造物に対する表面処理

の際も環境汚染の心配がありません。 

[材料構成] 

 
 [硬化イメージ] 

  

工程 使用材料名称　 主成分 塗布量　 目的 期待される効果

下塗り T&C防食－塩害用－A液　 変性珪酸ナトリウム塩 0.15kg/㎡　
ｺﾝｸﾘｰﾄ中の毛細管空隙を充填し、基
材表層部を緻密化。

・耐摩耗性の向上
・躯体改質

上塗り T&C防食－塩害用－B液　 シリコーン 0.10kg/㎡　
表層部の充填性を更に高め、撥水性、
防水性と共に高い遮塩性を賦与。

・遮塩性
・疎水性
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